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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月26日(2010.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンテンツのデータにそれぞれ含まれる複数の映像データのうち、ベースバンド
で構成される第１の映像データを、差動信号により、伝送路を介して外部機器に送信する
ことが可能な第１のチャンネル部と、
　前記複数の映像データのうち、所定のコーデックでエンコードされた第２の映像データ
を、前記伝送路を介して前記外部機器に送信することが可能な第２のチャンネル部と、
　前記伝送路に含まれる２対の差動伝送路を介して前記外部機器と通信することが可能で
あり、前記２対の差動伝送路のうち少なくとも一方の直流バイアス電位によって、送信装
置及び前記外部機器間の接続状態を前記外部機器へ通知する通信部と、
　前記第１のチャンネル部及び前記第２のチャンネル部による、前記第１の映像データ及
び前記第２の映像データのそれぞれの送信を制御する制御手段と
　を具備する送信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の送信装置であって、
　前記制御手段は、HDMI（High Definition Multimedia Interface）ケーブルに含まれる
、リザーブライン及びHPD (Hot-Plug Detect)ラインを前記第２のチャンネル部として用
いて、前記第２の映像データを送信する送信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の送信装置であって、
　前記制御手段は、前記第１の映像データの前記コンテンツに含まれるベースバンドの第
１の音声データを、前記第１のチャンネル部により送信させ、前記第２の映像データの前
記コンテンツに含まれる、所定のコーデックでエンコードされた第２の音声データを、前
記第２のチャンネル部により送信させる送信装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の送信装置であって、
　前記制御手段は、複数の前記第２の映像データを、前記第２のチャンネル部により送信
させる送信装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の送信装置であって、
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　前記制御手段は、前記第２の映像データの送信に関連する制御信号を、前記第２のチャ
ンネル部から送信させる送信装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の送信装置であって、
　前記制御手段は、前記第１の映像データの送信に関連する制御信号を、前記第２のチャ
ンネル部から送信させる送信装置。
【請求項７】
　複数のコンテンツのデータにそれぞれ含まれる複数の映像データのうち、ベースバンド
で構成される第１の映像データを、差動信号により、外部機器から伝送路を介して受信す
ることが可能な第１のチャンネル部と、
　前記複数の映像データのうち、所定のコーデックでエンコードされた第２の映像データ
を、前記外部機器から前記伝送路を介して受信することが可能な第２のチャンネル部と、
　前記伝送路に含まれる２対の差動伝送路を介して前記外部機器と通信することが可能で
あり、前記２対の差動伝送路のうち少なくとも一方の直流バイアス電位によって、前記外
部機器から、受信装置及び前記外部機器間の接続状態の通知を受ける通信部と、
　前記第１のチャンネル部及び前記第２のチャンネル部による、前記第１の映像データ及
び前記第２の映像データのそれぞれの受信を制御する制御手段と
　を具備する受信装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の受信装置であって、
　送信装置が、前記第１の映像データの前記コンテンツに含まれる第１の音声データを、
第３のチャンネル部により送信させ、かつ、前記第２の映像データの前記コンテンツに含
まれる第２の音声データを、第４のチャンネル部により送信させる場合、前記制御手段は
、前記送信された第１の音声データを前記第１のチャンネル部により受信させ、かつ、前
記送信された第２の音声データを前記第２のチャンネル部により受信させる受信装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の受信装置であって、
　前記受信された第２の映像データをデコードするデコーダと、
　前記受信された第１の映像データと、前記デコードされた第２の映像データとを一画面
に合成することで合成画面データを生成する合成手段と
　をさらに具備する受信装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　送信装置が、前記第１の映像データの前記コンテンツに含まれる第１の音声データを、
第３のチャンネル部により送信させ、かつ、前記第２の映像データの前記コンテンツに含
まれる第２の音声データを、第４のチャンネル部により送信させる場合、前記制御手段は
、前記送信された第１の音声データを前記第１のチャンネル部により受信させ、かつ、前
記送信された第２の音声データを前記第２のチャンネル部により受信させる。これにより
、複数のコンテンツにそれぞれ含まれる複数の音声データが同時に送信される。その結果
、受信装置は、それら複数の音声を同時に複数のスピーカにそれぞれ出力することができ
る。あるいは、受信装置は、受信した複数の音声データの一部同士または全部同士を、１
つのスピーカに重ねて出力することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３１】
　本発明に係る通信システムは、複数のコンテンツのデータにそれぞれ含まれる複数の映
像データのうち、ベースバンドで構成される第１の映像データを送信することが可能な第
１のチャンネル部と、前記複数の映像データのうち、所定のコーデックでエンコードされ
た第２の映像データを送信することが可能な第２のチャンネル部とを有する第１のインタ
ーフェースと、前記第１のインターフェースによる前記第１及び第２の映像データのそれ
ぞれの送信を制御する第１の制御手段と含む送信装置と、前前記第１の映像データを受信
することが可能な第３のチャンネル部と、前記第２の映像データを受信することが可能な
第４のチャンネル部とを有する第２のインターフェースと、前記第２のインターフェース
による前記第１及び第２の映像データのそれぞれの受信を制御する第２の制御手段とを含
む受信装置とを具備する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　HDMI(R)シンク７２は、アクティブ映像エリア区間において、複数のチャンネルで、HDM
I(R)ソース７１から一方向に送信されてくる、画素データに対応する差動信号を受信する
とともに、水平帰線区間または垂直帰線区間において、複数のチャンネルで、HDMI(R)ソ
ース７１から一方向に送信されてくる、音声データや制御データに対応する差動信号を受
信する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　TMDSチャンネル＃ｉの差動信号TMDS Data#i +とTMDS Data#i-が伝送される差動信号線
である２本の信号線は、TMDS Data#i+が割り当てられているピン（ピン番号が１，４，７
のピン）と、TMDS Data#i-が割り当てられているピン（ピン番号が３，６，９のピン）に
接続される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　変換部１３１は、たとえば差動アンプリファイアにより構成され、供給されたＴｘデー
タを２つの部分信号からなる差動信号に変換する。また、変換部１３１は、変換により得
られた差動信号をCECライン８４、及びトランスミッタ８１に設けられた図示せぬコネク
タの空きピンに接続される信号線１４１を介してレシーバ８２に送信する。すなわち、変
換部１３１は、変換により得られた差動信号を構成する一方の部分信号をCECライン８４
、より詳細にはトランスミッタ８１に設けられた信号線であって、HDMI(R)ケーブル３５
のCECライン８４に接続される信号線を介してスイッチ１３３に供給し、差動信号を構成
する他方の部分信号を信号線１４１、より詳細には、トランスミッタ８１に設けられた信
号線であって、HDMI(R)ケーブル３５の信号線１４１に接続される信号線を介してレシー
バ８２に供給する。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　変換部１３４は、たとえば差動アンプリファイアにより構成され、変換部１３４にはＲ
ｘデータが供給される。変換部１３４は、タイミング制御部１２３の制御に基づいて、供
給されたＲｘデータを２つの部分信号からなる差動信号に変換し、変換により得られた差
動信号をCECライン８４及び信号線１４１を介してトランスミッタ８１に送信する。すな
わち、変換部１３４は、変換により得られた差動信号を構成する一方の部分信号をCECラ
イン８４、より詳細にはレシーバ８２に設けられた信号線であって、HDMI(R)ケーブル３
５のCECライン８４に接続される信号線を介してスイッチ１３５に供給し、差動信号を構
成する他方の部分信号を信号線１４１、より詳細には、レシーバ８２に設けられた信号線
であって、HDMI(R)ケーブル３５の信号線１４１に接続される信号線を介してトランスミ
ッタ８１に供給する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　HDMI(R)ソース７１は、トランスミッタ８１、切り換え制御部１２１、及び切り換え制
御部１２４から構成される。また、トランスミッタ８１には、変換部１３１、スイッチ１
３３、スイッチ１８１、スイッチ１８２、及び復号部１８３が設けられている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　このようにして、HDMI(R)シンク７２は、チャンネル情報を受信すると、HDMI(R)ソース
７１と、CECライン８４及び信号線１４１を用いて半二重通信を行う。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０９】
　このようにして、HDMI(R)シンク７２は、チャンネル情報を受信すると、HDMI(R)ソース
７１と、CECライン８４及び信号線１４１、並びにSDAライン１９１及びSCLライン１９２
を用いて全二重通信を行う。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７４】
　図１９は既存のＨＤＭＩソース機器４０１とシンク機器４０２のＤＤＣラインに常時接
続でＬＡＮ通信のための送信機４０４と受信機４０５をＡＣ結合した状況を示す。
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８９】
　シンク機器４０２内にも同様の回路網があり、これらの回路によりソース機器４０１と
シンク機器４０２が双方向のＬＡＮ通信を実行する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０２】
　ソース機器４０１が、ＥＨ対応でプルアップ機能を持てば2.5Ｖとなり、非対応であれ
ば0Ｖとなるから、基準電位を1.25Ｖとすればソース機器のＥＨ対応・非対応が識別でき
る。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２０】
　アナログスイッチ６４６、６４７，６９６，６９７はＤＤＣ通信を行うときに導通し、
ＬＡＮ通信を行うときは開放にする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２１】
　リザーブライン８０１の電位によるＥＨ対応機器の認識機構は、ソース機器６０１の抵
抗６２１がインバータ６２０に駆動されていること以外は、基本的に、第１の構成例の場
合と同じである。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２６】
　ＮＯＲゲート６４０の出力信号ＳＧ６１４に制御されたアナログスイッチ６４１～６４
４は開放され、信号ＳＧ６１４をインバータ６４５で反転した信号で制御されるアナログ
スイッチ６４６、６４７は導通する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３４】
　したがって、比較器６３４の出力信号ＳＧ６１３がＨＩＧＨならばケーブル６０３とシ
ンク機器６０２が接続されていることを示す。
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３６３】
　記録再生装置３０の代わりとして、コンテンツを記憶可能な装置であれば何でもよく、
チューナ２７を有しない装置でもよい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３６８】
　コンテンツ記憶部４２に記憶されるコンテンツのリストとしては、映像コンテンツが放
送番組である場合には、放送番組に関するＥＰＧ（Electronic Program Guide）を利用し
て、番組タイトル、放送日時、長さ（記録時間）、出演者、番組内容などを記憶したリス
トである。映像コンテンツがビデオカメラ装置で撮影された映像コンテンツである場合に
は、撮影日時、タイトル、長さなどを記憶したリストである。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３８３】
　ピクセル判別部３２ｄは、スイッチ部３２ａにより選択された１つの映像データの１つ
のフレーム内の全ピクセルデータのうち、スイッチ部３２ａにどのピクセルを選択させる
べきかを判別する。これにより、スイッチ部３２ａは、１つの映像データの１フレーム内
のピクセルデータを連続して送信するのではなく、複数の映像データのピクセルデータを
それら複数の映像データで順に１チャンネル分で１つずつ送信する。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３８９】
　ステップＳ１３でブランキングエリアでない場合は、制御部１０４は、映像データを送
信する。そこで、制御部１０４は、フレーム内のピクセルの座標(x,y)及びフレーム番号
を初期化して（ステップＳ１５，Ｓ１６）、ピクセル判別部３２ｄにより指定されたフレ
ーム内の座標(x0,y0)のピクセルデータを送信する（ステップＳ１７）。フレーム番号は
、典型的には、そのフレームごとに付けられたシーケンシャルな番号である。次に、制御
部１０４は、送信する映像データのフレーム（またはそのフレーム番号）をスイッチ部３
２ａにより変更する（ステップＳ１８）。その変更後のフレームにおいて、ステップＳ１
７で送信したピクセルの座標(x0,y0)と同じ座標(x0,y0)のピクセルデータを送信する。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３９７】
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　制御部９７は、全ての映像データの１つのフレームについての、同じ座標(x0,y0)のピ
クセルデータが受信されたか否かを確認する（ステップＳ３８）。まだ受信されていない
フレームの座標(x0,y0)のピクセルデータがあるならば、制御部９７は、ステップＳ３６
に戻って、その映像データのフレームの同じ座標(x0,y0)のピクセルデータを受信する。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３９９】
　制御部９７は、受信対象となるピクセルデータの座標(x,y)が、水平方向のラインの終
端まで来ていないか確認し（ステップＳ４０）、終端まで来ていなければ、ステップＳ３
５に戻って、受信するフレームを選択して、同様の処理を繰り返す。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４０３】
　すなわち、Ｂデータ（青データ）については、チャンネル０を使用して、ピクセル０の
期間に、８ビットのＢ０データが送られ、以下、８ビットのＢ１データ、Ｂ２データ、Ｂ
３データ、Ｂ４データがピクセルクロック（図示せず）に同期して順に送られる。Ｇデー
タ（緑データ）については、チャンネル１を使用して、ピクセル０の期間に、８ビットの
Ｇ０データが送られ、以下、８ビットのＧ１データ、Ｇ２データ、Ｇ３データ、Ｇ４デー
タがピクセルクロックに同期して順に送られる。Ｒデータ（赤データ）については、チャ
ンネル２を使用して、ピクセル０の期間に、８ビットのＲ０データが送られ、以下、８ビ
ットのＲ１データ、Ｒ２データ、Ｒ３データ、Ｒ４データがピクセルクロックに同期して
順に送られる。図４５に示したフェーズ０、フェーズ１、……がそれぞれピクセルクロッ
クの１周期を示している。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４１８】
　本実施の形態の場合には、フレームＪ，Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒの９種類の映
像データが１本のHDMIケーブル１で伝送される例である。本来１フレームの映像データの
ピクセルデータが配置されるアクティブ映像エリアが、９等分に分割されるように、領域
Ｊ～Ｒの９個の各伝送領域が設定されている。領域Ｊ～Ｒは、フレームＪ～Ｒにそれぞれ
対応する領域であり、フレームＪ～Ｒが縮小された画像がそれぞれ伝送される領域である
。この図４０の例では、アクティブ映像エリア全体が４８０ライン×７２０ピクセルで構
成してあり、１つの分割領域として、１６０ライン×２４０ピクセルで構成される。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４３０】
　制御部９７は、ステップＳ１７２において、座標が領域の境界でない場合にはステップ
Ｓ１６１から処理を繰り返す。制御部９７は、ステップＳ１７２において、座標が領域の
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境界である場合には、全ライン分のピクセルデータを受信したか確認する（ステップＳ１
７３）。制御部９７は、ステップＳ１７３において未完了であれば、受信すべきフレーム
を別のフレームに変更して（ステップＳ１７４）（例えばフレームＬからフレームＭに変
更）、ステップＳ１６１からの処理を繰り返す。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４６０】
　ステップＳ２１３でブランキングエリアではない場合には、制御部９７は、非圧縮の映
像データがＩＦ部１２ａから入力されているか否かを確認する（ステップＳ２１４）。制
御部９７は、非圧縮の映像データが入力されていない場合は、ステップＳ２１３からの処
理を繰り返す。非圧縮の映像データが入力されている場合、制御部９７は、その非圧縮の
映像データのフレーム内のピクセルの座標及びそのフレーム番号を初期化する（ステップ
Ｓ２１５）。そして、制御部９７は、その受信した映像データのピクセルデータを受信し
（ステップＳ２１６）、座標を水平方向に移動し（ステップＳ２１７）し、１ライン分の
ピクセルデータの記録が完了したか否かを確認する（ステップＳ２１８）。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４６４】
　図４３において、ブランキングエリアで送信される、圧縮された映像データは、フレー
ムレートが異なっていても構わない。この場合、様々なサイズの映像を送信することが可
能となる。ブランキングエリアで送信される、圧縮された映像データの数は、１つでもよ
いし、複数であってもよい。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４７１】
　図４８は、記録再生装置３０での映像データの送信処理を実現するためのブロック構成
を示した図である。図４８に示した構成は、図２４に示した制御部１０４の制御の下に実
行される。図４８に示した構成は、図４１と異なる点を中心に説明する。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４７８】
　図４９は、このようにしてHDMIケーブル１に送信された映像データを、表示装置１０が
受信する処理を実現するためのブロック構成を示した図である。図４９に示した構成は、
図２３に示した制御部９７の制御の下に実行される。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０４８７】
　送信データ制御部３２ｉは、制御部１０４からの非圧縮の映像データの送信命令がある
か否か（あるいは、非圧縮の映像データが図示しないバッファメモリ等にあるか否か）を
確認する（ステップＳ２３１）。送信命令がある場合、送信データ制御部３２ｉは、ＩＦ
部３２ｂ及び端子３３５から非圧縮の映像データを送信し（ステップＳ２３２）、送信命
令がない場合、ステップＳ２３１からの処理を繰り返す。送信データ制御部３２ｉは、他
方のスレッドによる、圧縮された映像データの送信処理があるか否かを確認し（ステップ
Ｓ２３３）、それがなければ、２つのスレッドを終了する。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９２】
　受信データ制御部１２ｉは、２つの処理スレッドを開始する（ステップＳ１５１）。こ
の２つの処理スレッドは、ステップＳ２５１～Ｓ２５３では、非圧縮の映像データの受信
処理であり、ステップＳ２６１～Ｓ２６４では、圧縮された映像データの送信処理である
。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９３】
　受信データ制御部１２ｉは、制御部９７からの非圧縮の映像データの受信命令があるか
否か（あるいは、非圧縮の映像データが図示しないバッファメモリ等にあるか否か）を確
認する（ステップＳ２５１）。受信命令がある場合、受信データ制御部１２ｉは、ＩＦ部
１２ａ及び端子３３５から非圧縮の映像データを受信し（ステップＳ２５２）、送信命令
がない場合、ステップＳ２５２からの処理を繰り返す。受信データ制御部１２ｉは、他方
のスレッドによる、圧縮された映像データの受信処理があるか否かを確認し（ステップＳ
２５３）、それがなければ、２つのスレッドを終了する。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９４】
　他方のスレッドでは、受信データ制御部１２ｉは、受信可能な圧縮された映像データと
そのデータ量等を、送信データ制御部３２ｉとの通信により確認する（ステップＳ２６１
）。受信データ制御部１２ｉは、送信データ制御部３２ｉとの通信の結果、受信すべき映
像データがある場合（ステップＳ２６２のＹＥＳ）、その映像データを受信する（ステッ
プＳ２６３）。受信すべき映像データがない場合（ステップＳ２６２のＮＯ）、受信デー
タ制御部１２ｉは、ステップＳ２６４へ進む。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９５】
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　受信データ制御部１２ｉは、他方のスレッドによる非圧縮の映像データの受信処理があ
るか否かを確認し（ステップＳ２６４）、それがなければ、２つのスレッドを終了する。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正３７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図１４】
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【手続補正３８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３９
【補正方法】変更
【補正の内容】



(14) JP 2009-135614 A5 2011.1.20

【図３９】

【手続補正３９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４１】

【手続補正４０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４２】

【手続補正４１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４４】
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